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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

光カオス及びナノ光学に基づき、光を用いた超高速意思決定メカニズムを創成するという全く新奇でチ

ャレンジングな目標を達成し、フォトニックコンピューティング分野における先端的成果を世界的に認

知されるまで発展させた。原著論文156編ほか多数の業績をあげ、学術的な貢献は極めて大きいことは

特筆に値する。課題１の光カオスによる超高速意思決定メカニズムの創成では、光カオス時系列を用い

たスケーラブルな意思決定、リングレーザーによる集積化などの世界初の原理構築を成功させ、さらに

リーダーラガード同期現象、空間並列化、モード競合など多様なアーキテクチャの実証に成功した。課

題２では、近接場光による局所光励起と局所光計測の同時実行を可能とした独自の多プローブ近接場光

装置を用いて、フォトクロミック結晶の局所光励起により、光の回折限界より微細なスケールにおける

複雑構造の自律的形成に世界で初めて成功した。課題３では、圏論を用いた光意思決定システムの基本

構造の解明に成功した。 

研究者派遣や招聘を積極的に行い、2023年2月には仏グルノーブルで国際ワークショップの開催を予定

する対外活動にも十分に効果を発揮した。 

新たに採択された学術変革領域(A)でフォトニックコンピューティングの新たなパラダイムの創成を期

待する。 

最後に、わかりにくい研究内容を専門外の人達に平易に伝えて理解を得るために一層の努力を続け、フ

ォトニックコンピューティングのエバンゲリストを自ら任じていただきたい。 

 

  

A+ 非常に優れている 


